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⒈はじめに 
 

 初めまして。あいでみ 6期上海交流リーダーの長谷川恵海です。この

度はこの「『あいでみ』2017年度活動報告書」をお手に取っていただき

誠にありがとうございます。はじめに少しだけ、私にとっての「あいで

み」についてお話しさせていただきたいと思います。  

  

 はじめ私は「とりあえず海外に行きたい」という漠然としていて、か

つありきたりな理由だけであいでみの活動に足を踏み入れました。初め

は、「あいでみ」という言葉の意味さえ知りませんでした。今思うとな

んて無責任な第一歩だったのだろうと思います。しかしその動機は、安

易なものではありましたが決して間違ったものではありませんでした。

あいでみは私に、生まれて初めての経験をする機会をたくさん与えてく

れました。  

 まず、あいでみの活動は自分自身の人生を考えるきっかけとなったと

いうことです。（あいでみを通して出会った人が、わたしにそのきっか

けを与えてくれたと言ったほうが正確かもしれません。）  

 さらに、私はこの活動を通して、様々な物の見方に触れることができ

ました。さらに、自分とは考え方が違うメンバーと意見を共有しあうこ

とによって、相手に同意を求めたいときには、自分の考えの根本を明確

に提示することが、自分の考えを相手にいかに深く理解してもらえるか

に繋がることを実感しました。この考え方は将来について考える時も同

様でした。つまり、活動での「相手」を「自分自身」に置き換えること

で「自分」の考えに深みが持てるということに気付いたのです。このよ

うにあいでみの活動は、高校生自身の成長にも繋がるものです。私は本

当にあいでみから学ぶことができて良かったと思います。         

 あいでみの活動は、高校生が０から作り上げるものです。何が日中間

の問題として挙げられるのか。あいでみの目指すべきゴールはどこなの

か。そもそもあいでみとは何なのか……。自分たちなりに考えて結論を

出し、目標を定め、どうすれば達成できるのか計画を立てます。時にチ

ームごとや役職ごとに分かれてではありましたが、この小さいけれど大

切な過程を繰り返すことで、全員の共通の目標、また、各々の目標の達

成に向かって一歩ずつ歩んできました。その集大成が「日中交流」です。  

   

 ご支援いただきました皆様には心から御礼申し上げます。そしてどう

かこれからも、成長し続ける「あいでみ」の活動を見守っていただけま

したら幸いです。本当にありがとうございました。  

  

                                         

長谷川恵海  

 



 

                          

2．「あいでみ」とは？ 

 

 「高校生同士の交流を日中関係改善のきっかけにしたい」 

 

 「あいでみ」は、高校生同士の交流を通して日中関係を良好なものに

することを目的として、2012年福島の高校一年生 4名が自ら立ち上げた

団体です。（あいでみは会津弁で「おいでよ」の意） 

 福島の NPO、旅行会社、協賛企業など、多くの大人に支えられなが

ら、「福島・中国高校生友好交流」の企画から実施まで高校生自身で行

っています。 

 高校生同士の交流や自分たちで設定したテーマでのワークショップを

通して学びと相互理解を深め、つながりや絆を作ります。 

 今年度はあいでみ 6期生として飯坂での福島交流、上海交流を実施し

ました。 

 

3．夏交流（8月） 
 

メンバー紹介 
≫福島メンバー 

● 橋本路平（はしもと みちひら） 福島高校 2年 

● 吉川仁菜（よしかわ にいな） 福島高校 2年 

● 左雨久乃（さっさ ひさの）  福島高校 2年 

● 草野真輝（くさの まさき）  福島高専 2年 

● 渡辺瑠奈（わたなべ るな）  安積黎明高校 2年 

● 村岡奈々（むらおか なな）  相馬高校 2年 

● 長谷川恵海（はせがわ めぐみ） 安積高校 2年 

● 佐久間叶祈（さくま きり）  福島高校 1年 

● 大江妃（おおえ きさき）  福島高校 1年 

● 大内咲耶（おおうち さや）  福島高校 1年 

● 八巻杏奈（やまき あんな）  福島高校 1年 

 

≫上海メンバー 

● 付浩波（ふ こうは）  復旦大学付属中学 3年 

● 塗爱可（と あいか）  復旦大学付属中学 3年 

● 于玥 （う げつ）   復旦大学付属中学 2年 

● 黄太和（こう たいわ）  復旦大学付属中学 2年 

● 蒋立凡（しょう りつはん）  復旦大学付属中学 2年 

● 薛近怡（せつ きんい  復旦大学付属中学 2年 

● 劉思嘉（りゅう しか）  復旦大学付属中学 2年 

● 沈仲遠（ちん ちゅえん）  復旦大学付属中学 2年 



 

 

 

夏交流活動報告 

 

⒈交流日程（2017/8/4~9） 

 
 

 

（8/4）≫上海メンバー 

 14:55 成田空港到着 

     20:03 福島駅到着 

       20:15 飯坂温泉駅到着 

       22:00 松島屋旅館到着 

              はじまりの会 

      （自己紹介、アイスブレイク） 

                                   

 

 

 

（8/5）  8:00 朝食 

   9:30 Y-PLAN（説明） 

 12:00 昼食 

 13:00 Y-PLAN（フィールドワーク①） 

 18:30 夕食 

 20:00 Y-PLAN（ミーティング） 

 22:00 就寝 

 

 

 

 （8/6）  8:00 朝食 

 9:30 Y-PLAN（フィールドワーク②） 

 12:00 昼食 

 13:00 Y-PLAN（フィールドワーク③） 

 18:30 夕食 

 20:00 Y-PLAN（ミーティング） 

 22:00 就寝 

  



 

  （8/7）  8:00 朝食 

  9:30 Y-PLAN（発表準備） 

 12:00 昼食 

 13:00 Y-PLAN（発表準備） 

 14:00 Y-PLAN（成果報告会） 

 15:30 Y-PLAN（振り返り、片付け） 

     飯坂温泉巡り 

 18:30    夕食 

 22:30 就寝 

 

 

  （8/8）  7:30 朝食 

   8:30 松島屋旅館出発 

 10:30 ラウンドワンにてボーリングー 

 12:30 昼食（かっぱ寿司） 

 14:00 県庁訪問 

 18:00 あだたらフォレストパーク到着 

 18:20 入浴 

 20:00 夕食＆お別れ会 

 21:30 片付け 

 22:30 就寝 

 

             

 

     （8/9）≫上海メンバー 

 08:30 朝食 

 10:00 あだたらフォレストパーク出発 

 10:30 本宮駅到着 

             11:00 本宮駅出発 

 11:16 郡山駅到着 

 11:30 郡山駅出発 

 12:48 東京駅到着 

 14:03 東京駅出発 

 14:57 成田空港駅到着 

  



 

⒉「Y-PLAN」とは？（村岡奈々） 
 Y-PLAN（Youth,Plan,Action,Now）は、米国の学校現場で実際に導入

されている課題解決型プログラムです。今回は、飯坂温泉を舞台にこの

プログラムを行いました。 

 私たちはまず、何か解決して欲しい課題を抱えているクライアントを

探すことから始め、次にそのクライアントの課題を解決するための方法

をフィールドワークや話し合いを通して探っていきました。実際にその

場所を歩いてみて、発見と思考を積み重ねることで、よりより提案をし

ます。 

 Y-PLANは自分に秘められている能力と、仲間の想像力や観察力、人間

性、そして隠れていて見えなかった地域の魅力に気づくことが出来る、

素晴らしいプログラムだと思います。 

参考：（https://y-plan.berkeley.edu/） 

 
 

⒊Y-PLANまとめ 
 

クライアント（飯坂サポーターズクラブ）の要望 

「高校生から見た飯坂のアセット（資源）はどこか？」 
 

 

〇一期一会班 

日本メンバー：橋本路平 村岡奈々 八巻杏奈 大江妃  

中国メンバー：付造波 黃太和 劉思嘉 于玥 
 

 私たちは、

フィールドワ

ークを通して

若者の目線か

ら飯坂温泉を

分析しまし

た。その結果

を元に、若者

のニーズを食

(food)歴史

(history)公

共施設

(public 

space)の大き

く三つに分け

ました。依頼者である飯坂サポーターズクラブ・佐藤耕平さんに提示し



 

ていただいいた課題を参考に、飯坂の良いところや、改善すべき点など

を見つけ、            非地理的財産地図（上の図）にま

とめました。この地図は、みんなで事前に上げた若者のニーズの 12個

から３つに絞り、各メンバーが見つけた飯坂のいいところや改善点を書

いていきました。ポスターの形式も見やすいように中国の意見には赤の

シールを貼るなど、工夫をしました。メンバーのキャラクターの下の付

箋にはそれぞれのバックラウンドが書いてあります。 

 

地理的地域財産地図（右の

図）はフィールドワークを

して見つけた建造物や道の

特徴、住んでいる方々の

声、飯坂マップなどから作

り上げていきました。一人

ひとりの発見を生かせた地

図だと思います。発見の例

として私達が宿泊した松島

屋旅館の前のたこ焼屋さ

ん、ウォーリーのポスタ

ー、三味線のお店にいた看

板犬の可愛いチワワ、鯖湖

湯で働くとても親切なおば

ちゃん…実際に歩いて観察

しないと見つからないものばかりでした。日本と中国の目線からみた飯

坂の良いところを沢山詰め込むことができました。 

 
〇Kentucky Fried Chicken 班 

 日本メンバー：左雨久乃 吉川仁菜 長谷川恵海  

        佐久間叶祈 大内咲耶  

 中国メンバー：蔣立凡 沈仲遠 塗愛可 薛近怡 

 
私達のチームはフィールドワークを通

して「飯坂の良さ」を町の方々に聞い

て回りました。また観光名所も自分達

の目で見て、日本の高校生、中国の高

校生それぞれで感じた事を書きだしま

した。それに加え、飯坂の良さの原点

はそこに住む人々ではないかと考え、

フィールドワーク中にお世話になった

方ついて感じた事も書きだしました。 



 

 飯坂温泉で気づいたこと 

 

  日本側 中国側 

旧堀切亭 

・綺麗 

・催し物 

・足湯・手湯 

→お客さんのふれあいの場 

・足湯、手湯が珍しい 

・建築様式・植木の配置  

・伝統的なイベント 

・日本文化がわかる 

・落ち着いた雰囲気 

→少し寂しい 

・若い人たちの関心が向  

 きづらい 

八幡神社 

・緑豊か 

・飯坂の人々の生活を感じる 

・ゆったりした雰囲気 

・蝉の鳴き声が綺麗 

 

  ・人が少ない 

・蝉の鳴き声がうるさい  

飯坂温泉 

・バスなどの交通サービス 

・町の方が気さくで居心地が良い 

・地図の情報が見やすい 

・地図が多い、分かりやすい 

・外国語で書かれた案内 

・温泉、神社、寺などが近い 

・バス停が地図に表記されていない   

常泉寺 
・寺と自然が共存している 

 (入口にある大きな松等) 

・入口の石碑に日中の友好について

書かれていた 

摺上川周辺 

  ・銀行周辺に観光客が多い 

・年配の方が多い 

→ゆったりした雰囲気 

  ・閉店した店、空く物件 

・年配の方が多い 

                 ※ 赤：プラス面 青：マイナス面 

 

飯坂のまちで出会った方たち 

 

 日本側 中国側 

「なかむらや」 

女将さん 

・飯坂の貴重なお話を熱

心に話してくださった 

 

・親切で明るい 

・飯坂に対する熱意 

・町おこしの考えがある 

川又食肉店 

ご夫婦 

・笑顔が素敵 

・気さくで近所付き合い 

 が良い 

  

海苔屋 

店員さん 

・たくさんの質問に丁寧に答えてくださった。 

・親切で話しやすい人柄 

・昔の飯坂のお話もたくさんしてくださった。 



 

 

 ⒋観光（八巻杏奈） 
  

 夏交流の観光は台風の影響によ

り、計画していた会津での鶴ヶ城見

学や赤べこ絵付け体験等を中止し、

福島市内でボーリングや県庁訪問等

に予定を変更しました。  

 ボーリングでは一人ひとりが投げ

るときに皆で応援しあったり、スト

ライクのときにハイタッチして喜び

合ったりなど、中国の高校生と仲が

深まったと感じられる場面が多々あ

りました。会津での観光がなくな

り、近代的な遊びであるボーリング

をしましたが、それも中国の高校生にとって良い思い出になっていれば

嬉しいです。  

 また、県庁訪問では福島県が現在復興のために行っている取り組み

や、復興のために動いている高校生たちの話など、福島県の高校生であ

る私たちでさえも初めて聞くような話を伺いました。中国の高校生が今

の本当の福島の姿を知り、その福島も好きだと思ってほしいです。  

 昼食はかっぱ寿司さんで頂きました。回転寿司屋へ訪れるのは初めて

という人が多く、皆ワクワクしているように感じました。そのせいか、

私もとてもワクワクしました。皆とても満足していて、美味しかったと

感想を述べてくれました。お寿司を気に入ってもらえて嬉しかったで

す。  

 計画が変更になってしまいましたがそれでも臨機応変に予定を作り、

上海メンバーに楽しんでもらえたのでよかったです。先輩や Bridge for 

Fukushima を含め多くの方々の協力がなければ成功できなかったでしょ

う。  

 自分たちが常に周りにアンテナを張り続け、一つひとつの問題を丁寧

に解決していなければ観光は成功できなかったはずです。ですから今回

の夏交流の観光で、自分も楽しみつつ常に周りを気にかけなければいけ

ないことや、中国の高校生とコミュニケーションをとり続けることの重

要性を学ぶことができました。  

 

 

 

  

 



 

 ⒌感想 
 

〇橋本路平 

 夏の交流では、日中の違いを強く感

じました。一つの物事に対しても互い

に全く異なる反応を示したのがその一

因です。また、就寝前には中国語を教

えてもらいました。以前、使用する言

語によって、物事の捉え方が違うとい

うことを聞いたことを思い出し、語学

に興味が湧きました。このように、あ

いでみの活動を通してたくさんの、プロジェクトに関わらなければ得ら

れなかったであろう、または体験できなかったであろうことに触れるこ

とができました。これらは私の考え方や生き方に大きな影響を与えてい

ます。私は教育系統の学部への進学を考えていますが、そのきっかけと

なったのもあいでみです。 

 高校生の国際交流は、最近の海外志向に便乗したものであるに過ぎな

いという観点も見受けられますが、視野を広くもつときの一助になると

確信しています。新しい教育への過渡期にある日本で、このような活動

が教育の一つの方法として広まっていくことを願うばかりです。 

 

〇佐久間叶祈 

 英語がわからず、コミュニケーションをとれるか、話す相手ができる

か不安だらけで挑んだ Y-PLANでした。しかし、このような不安な気持

ちは一瞬で消されました。カタコトの英語で意見を述べても最後まで聞

いてくれる友達。たくさん話しかけてくれる友達。私生活のことも話し

合える友達…。最高の仲間に会えて、全員が同じ方向を向いて、支え合

い助け合い努力する。そして、互いを高め合っていく。本当のチームと

はこういうものなのだと感じました。辛い時、支えてくれたのは一緒に

活動していたメンバーでした。人は一人ではなにもできないことを強く

思い知らされました。毎日とても楽しくて仕方がなかったです。明日は

どんな発見があるのか、考えながら夜は寝ました。 

 また、文化が異なる人と、フィールドワークで「公共サービス」や、

「街」、目の前にいる「人」のことに対して、おたがいに思ったことを

話し、相手の思ったことを聞き、多くの考え方を知りました。話す言

葉、住むところが違っても、同じ状況で同じことを思ったとき、国境も

言葉も関係ないのだと思いました、 

 活動が終わったあと、街を歩いているとき、誰のためにできたものな

のか、誰の利益になるのかなど、以前に比べていろいろなことを考える

ようになりました。思考力と洞察力も高められた活動でもあったと思っ

ています。自分を成長させてくれたあいでみを、私は一生忘れません。 



 

 4．冬交流（12 月） 
 

メンバー紹介 
≫福島メンバー 

● 吉村風香（よしむら ふうか）  あさか開成高校 3年 

● 齊藤未来（さいとう みく）  あさか開成高校 3年 

● 吉川仁菜（よしかわ にいな）  福島高校 2年 

● 長谷川恵海（はせがわ めぐみ）  安積高校 2年 

● 村岡奈々（むらおか なな）  相馬高校 2年 

● 渡辺瑠奈（わたなべ るな）  安積黎明高校 2年 

● 椎根小稀（しいね さき）   安積高校 2年 

● 渡邉聖羅（わたなべ せいら）  福島高校 2年 

● 佐久間春香（さくま はるか）  あさか開成高校 2年 

● 遠藤葵（えんどう あおい）  あさか開成高校 2年 

● 青柳正明（あおやぎ まさあき）  安積高校 2年 

● 千葉香織（ちば かおり）   郡山高校 2年 

● 大内咲耶（おおうち さや）  福島高校 1年 

● 八巻杏奈（やまき あんな）  福島高校 1年 

● 宗方美優（むなかた みゆう）  あさか開成高校 1年 

● 渡邉ももか（わたなべ ももか）  あさか開成高校 1年 

● 大山善彦（おおやま よしひこ）  福島高校 1年 

● 横山竜巳（よこやま たつみ）  双葉未来学園 1年 

● 森崎陽（もりさきよう）   双葉未来学園 1年 

 

≫上海メンバー 
● 付浩波（ふ こうは）   復旦大学付属中学 3年 
● 塗爱可（と あいか）   復旦大学付属中学 3年 

● 薛一凡（せつ いちはん）   復旦大学付属中学 3年 
● 于玥 （う げつ）    復旦大学付属中学 3年 
● 陳子如（ちん しじょ）   復旦大学付属中学 3年 
● 黄太和（こう たいわ）   復旦大学付属中学 2年 
● 蒋立凡（しょう りつはん）  復旦大学付属中学 2年 
● 薛近怡（せつ きんい）   復旦大学付属中学 2年 
● 劉思嘉（りゅう しか）   復旦大学付属中学 2年 
● 陳瀛 （ちん いん）   復旦大学付属中学 2年 
● 秦诩蓁（しん よくしん）   復旦大学付属中学 1年 

● 蔡羽諾（さい うだく）   復旦大学付属中学 1年 
● 柳海龍（りゅう かいりゅう）  復旦大学付属中学 1年 
● 顧抒桐（こ じょどう）   復旦大学付属中学 1年 
● 周君煒（しゅう くんい）   復旦大学付属中学既卒 
● 沈雨軒（しん うけん）   復旦大学付属中学既卒 



 

 

 

 

 冬交流活動報告（12月） 

 

 

⒈交流日程（2017/12/20~24） 

 
 

 

 

（12/20）≫福島メンバー 

13:30 仙台空港集合 

15:25 仙台空港出発 

17:25 浦東空港到着 

18:00 浦東空港出発 

19:00 復旦大学到着 

19:15 夕食、はじまりの会 

21:30 就寝 

 

 

 

   

 

（12/21） 7:30 朝食 

 8:00 アイスブレイク 

 9:40 学校見学、体験授業 

12:00 昼食 

13:00 ディスカッション、フィールドワーク 

18:00 夕食 

19:30 ディスカッション 

22:00 就寝 



 

 

   （12/22） 7:30 朝食 

 9:00 ディスカッション 

11:15 昼食 

12:30 ディスカッション 

14:00 テーマ別発表 

16:30 農業会社訪問 

17:45 上海市内観光 

18:30 夕食 

22:00 就寝 

 

 

 

   （12/23） 7:30 朝食 

    8:30 上海市内観光 

12:00 昼食 

13:00 家庭訪問 

19:30 お別れ会 

22:00 就寝 

 

 

 

   （12/24）≫福島メンバー 

6:30 朝食 

 8:00 復旦大学出発 

 9:55 浦東空港到着 

10:35 浦東空港出発 

14:25 仙台空港 



 

 ⒉ディスカッション内容 
  

今回の上海交流では「上海の環境問題」について、4つのグループに分

かれてディスカッションを行いました。 

 

 

 

〇大気汚染班（横山竜巳） 

 私たちの班は「大気汚染」をテーマ

に活動しました。渡航前の準備では、

日本と中国での大気汚染の対策の違い

などを調べました。 

中国に着き現地で最初に行った活動は

上海の街の PM2.5の測定です。日本で

は考えられないような高い数値が現地

ではあらゆるところで観測されまし

た。川や水の近くは数値が低いと思っ

ていたのですが、街の中とあまり変わらず、数値が高いのは工事現場の

近くなどであることがわかりました。また上海では、シェアサイクルが

普及していることや、走っているバスのほとんどが電気バスだというこ

ともわかりました。学校に戻ってからは「この場所の数値はこうだっ

た」と言い合いながらマッピング（地図に数値を記入する）の作業を

し、そして日本と中国の大気汚染に対する対策の違いなどを共有しまし

た。お互いの国の電気自動車の普及率の違い、法律に対する意識の違い

など、いろいろなことがわかりました。そして、これから私たちに出来

ることは電気自動車や電気バスを多く利用するなど、大気汚染に対する

意識を高くしていくことが大切だという結論に至りました。 

 

 

 

〇水質汚濁班（千葉香織） 

 私たちは中国の『水質汚濁』につ

いて、水道水と川の水質改善を主な

話題としディスカッションをしまし

た。まず日中の浄水方法をお互いに

共有し水道水が汚染されている原因

を調査しました。その結果、水道の

水質は浄水方法ではなく各家庭に送

られる過程での水道管に問題がある

ことに気づくことができました。ま

た川の水質汚染については実際に上海市内の川 3箇所で水を採取し実験



 

して成分の違いを調べることによって実際に自分の目で川の状態を確認

することができました。 そして水を浄化する働きのある炭や植物、貝

類を川で利用するというものが解決策としてあがりました。しかし、そ

れは以前に上海で実施されており、食物連鎖を崩してしまい失敗したと

いう実例があったため、その失敗を繰り返さないための方法を試行錯誤

しました。 私達は中国の空気や川、生活用水などが汚染されていると

いう事実のみを知っていて中国側がどのような解決策を実施し、努力し

ているかの情報は得られていませんでした。メディアでは得られない中

国の努力の現状をもっと発信していくことが今後のあいでみや私自身に

とって課題になっていくかと思います。 

 

〇地盤沈下班（遠藤葵） 

  

私たちの班は地盤沈下について

ディスカッションをしました。 

日本と中国の地盤沈下に大きな

違いも見つからず、どのような

視点から発表に向けて進めてい

けば良いのか分からず、ディス

カッションは難航していまし

た。しかし中国側のメンバーか

ら出た「中国人のほとんどは地

盤沈下の恐ろしさに気づかない」という情報をもとに、考え方を変え、

地盤沈下の恐ろしさをどう伝えるかということに注目して進めることに

なりました。  

 私たちの班はフィールドワークとして、上海都市計画展示館（写真：

博物館の様子）に行きました。展示館までの道のりにも発見がありまし

た。インターネットではかなり深刻そうに書かれていた地盤沈下でした

が、いざ街を歩くと地盤沈下の影響が全く感じられないのです。地盤沈

下の被害や恐ろしさがほとんど知られていないことにも納得できまし

た。 博物館には地層や地盤に関する様々な資料が展示してあり、発表

に役立てることができました。フィールドワークによって班のメンバー

との仲も深まり、その後のディスカッションの内容も濃いものになりま

した。  

 次の日の発表では日本や中国で起こった大きな被害の例を紹介しまし

た。建物が崩れるようなその場の被害だけではなく、電線が切れて電気

が使えなくなるといった日常生活に影響を及ぼす地盤沈下の恐ろしさを

伝えることができました。地盤沈下というひとつのテーマにしぼって街

を歩いたりディスカッションを進めたりすることで、違った角度から上

海を見ることができたと思います。  

 

 



 

 

 

 

 

〇ゴミ問題班（椎根小稀） 

 フィールドワークでは、今までの

イメージが覆されました。ゴミ箱が

少なく、ゴミが道にたくさん散らば

っているのではないかと思っていま

したが、中国には、ゴミ箱が多いの

です。（写真：上海のゴミ箱）5m

ほど歩けばまた次のゴミ箱、まだ次

のゴミ箱、というように次々とあら

われました。ただし、ゴミの分け方

の基準は、【燃やせるもの】か【そ

れ以外】。政府の分別の基準が曖昧だから、ちゃんと分別したいと思っ

てもどう分ければいいかわからない、と言っている中国メンバーもいま

した。 

 しかし、良くないところだけではなく、ゴミを効果的に利用している

例もありました。復旦中学の寮では、残飯でバイオエネルギー発電をし

ているそうです。ゴミがリサイクルされてエネルギーが作られるのは、

とても有効的な利用法だと感じました。 

 ディスカッションでは、実際に中国で過ごしているからこそ気づいた

問題を、中国メンバーから聞きました。 

 まず、中国のペットボトルに付いているリサイクルマークは、底に彫

られているために気づきにくいということです。次に、中国の分別は、

全て業者頼みだということです。たとえ危険な物質が入っているとして

も、自分たちには分別の仕方がわからないので業者さんに任せるしかな

いということでした。 

 こうして、日本と中国それぞれに『ゴミ問題とは結局何なのか？』と

いう疑問が浮かび上がってきました。お互いにそれを改めて見つめ直

し、話し合った結果、日本は『利点の裏に隠れた欠点に気づけていな

い』こと、中国は『欠点に気づけていない』ことという結論が出まし

た。日本ではエコやリサイクルをしていると思って、そこから生まれて

くる問題に気づけていない人が多いのです。そこから私は、リサイクル

して本当に意味のあるものは何なのかをしっかり考えるべきだと感じま

した。同年代の人たちから言われた方が重みが増すと思うし、それでど

んなに小さくても何かしらの良い影響を及ぼすことが私たちの役目なの

だと思います。 

 今回の活動によって、中国のことを知ることだけではなく、日本のこ

とを改めて見つめ直す機会を持つことができました。また、中国メンバ

ーから、日本のいいところを教えてもらえたことで、悪いところの改善



 

方法も教えてもらいました。お互いにとって得るものが多い交流になっ

たと思います。 

 

 

 

⒊体験授業（齊藤未来） 
 私は 2日目の体験授業では体育

を選択しバレーボールの予定でし

たが、急遽変更になり卓球をやり

ました。 

中国は卓球が盛んということは知

っていましたが、実際に中国の方

がプレーしているのを見るのは初

めてでした。 

練習場に入ると大勢の生徒が講師

の先生を手本に練習に励んでいま

した。 

生徒同士だけでなく先生と生徒で

の対面練習もしており、「これは練習なのか！」と驚くくらい白熱した

ラリーを繰り広げていました。 

学校の授業でも卓球をすることが少なく経験の浅い私たちは、まずはラ

ケットの持ち方から教えてもらい次にサーブの練習を始めました。 

単純に思える動作がやってみると意外と難しくずっと苦戦していました

が、生徒や講師の先生がジェスチャーなどで優しく教えてくれました。 

その後中国と日本のペアを作ってラリーをしたり軽く試合をしたりしま

した。 

初めは中国の方の上手さに圧倒され、ついていくのが大変でしたが、ラ

リー中も優しく声をかけてくれたので楽しくプレーすることができまし

た。 

この体験授業を通して、スポーツに対する熱意や相手への優しさを実際

に感じることができ良い経験になりました。 

 

 

 ⒋観光 
 

〇大山善彦 

 4日目は、朝から上海市内を観光しました。ま

ず、上海の中心、東方明珠の隣にある上海海洋水

族館へ行きました。バスでの移動の際、バディと

イヤホンを共有しながら音楽を聴く姿や、和気

藹々と話している姿も見え、数日前まで見ず知ら



 

ずで生まれ育った国も違う人たちがここまで仲良くなれるのかと、あい

でみのすごさを実感しました。水族館に着き、班ごとで館内を見学しま

した。そこでは、世界各地の魚が展示されていました。魚の解説は中国

語と英語の二か国語で書かれていたのですが、中国語も漢字で意外と意

味を理解できたのが興味深かったです。 

 その後、近くの大きな商業施設でお昼を済ませ、午後の活動へと移り

ました。僕の班は、まず豫园というところへ向かいました。後で調べて

みると、明の時代に作られた庭園だそうです。建物だけでなく石畳や周

りの雰囲気からも歴史が感じられました。そのあと、上海市内を散策

し、充実した時間を過ごせました。上海のこと、中国のこと、メンバー

のことについて知ることができた 1日になったと思います。 

 

〇宗方美優 

 4日目の朝、私たちは上海の水

族館に行き、各班にわかれて見学

しました。上海の水族館は日本の

水族館より構造が近未来的でし

た。エスカレーターの上がガラス

張りになっていて、魚が泳いでい

る姿を見ながら降りることがで

き、ムービングウォークに乗りな

がらゆっくり見ることができるな

ど様々な工夫がなされていまし

た。ほかにも水族館の代表的な生

き物であるペンギンやカメ、アザラシなどたくさんの動物がいて可愛か

ったです。  

 日本の水族館ではあまり見かけないスッポンが上海の水族館にいて驚

きました。外の水族館に行ったのは初めてだったので、とてもワクワク

しました。  

トンネルのようになっているところでムービングウォークに乗りながら

撮りました。まるで自分が海の中にいるようでとても神秘的でした。 

 

 ⒌家庭訪問 
 

〇渡辺瑠奈 

 

私たちのグループでは自宅訪問の

前に市内での観光、ショッピング

を満喫しました。 上海の市街地

を堪能し、同じグループになった

柳海龍君のユニークな一面を見る



 

ことができました。 環境問題のディスカッションの際とは異なる胸の

高鳴りがあり、自分自身ものすごく興奮していた ことを覚えていま

す。 

 その後、自宅訪問。地下鉄に乗り、中国側の生徒の自宅に訪問しまし

た。 電車に乗っている際も、歩き疲れた私たちのことを気遣ってくれ

る柳海龍君の優しさに触れ、心の中がじんわりと熱くなったのを感じま

した。 

そしてその後、伺いました。 普段、よそのお家にお邪魔するという経

験があまりない分、とても緊張していました。 しかし、家の中に入っ

た途端、美味しい料理の匂いと家族の温かみの感じる雰囲気に包み込ま

れ、 その緊張感は安心感に変わっていきました。 見ず知らずの私たち

を、まるで家族のように出迎えてくれた海龍君一家。 国は違えど、母

の包み込む優しさは万国共通なのだと知ることができました。 夕食と

して出された手作り料理。 どれも舌がとろけるほど美味しいものばか

りで、言葉にできないほどの幸福感で胸がいっぱいに なりました。し

かし、「本当に美味しい!」「本当にありがとう!」といった心の思いを

100% 伝えきれない”もどかしさ”といったものも同時に痛感させられ

ました。 寮に帰宅する時間まで海龍君のお母さんがずっと私たちのそ

ばにいてくださって、お別れするのが 本当に悲しかったです。ハグを

したときには涙が出そうでした。 自宅訪問として設けられた時間は短

かったけれど、想像以上に密な時間、貴重な時間を過ごすこ とができ

ました。 

 

 

〇渡邉ももか 

 私が行ったのは、アパートの二階にある柳海龍くんという男の子の家

でした。その家はアパートの 2階で、日本のアパートの構造と似ていま

した。お風呂とトイレが一緒になっているところ以外、部屋の構造や玄

関などが日本とよく似ていました。家に着くと、海龍のお母さんが笑顔

で出迎えてくださったおかげで、それまでの緊張も和らぎました。ご飯

ができるまで、リビングを見たり、海龍くんの部屋を見せてもらったり

しました。リビングには赤い物が多く飾ってあり、中国らしさが感じら

れました。 

海龍くんのお母さんの手料理はどれも手のこんだ料理で、品数も多く、

お店で出てくるように綺麗に盛

り付けされていて、豪華でし

た。 

お母さんはとても気さくな方

で、たくさん私たちに話しかけ

てくださって、中国語はあまり

聞き取れなかったのですが、ジ

ェスチャーをつけてくれたの



 

で、意味を理解することができました。 

 学校に戻るときは、食べきれなかった果物を袋にいれて持たせてく

れ、とても親切にして頂きました。この家庭訪問を通して、日本と中国

の類似点を発見できました。普段見ることの出来ない中国の方の生活を

自分の目で見て感じることができ、本当にいい経験になりました。 

 

〇吉村風香 

  

 私はバディ周さんのお友

達、キナさんのお宅にお邪

魔しました。キナさんは幼

少期に日本にいたことがあ

ったため、とても日本語が

上手でした。日本が大好き

なキナさんは今年の春から

千葉大学に通います。ま

た、お互いテニスと空手を

やっていたという共通点が

見つかり、すぐに距離が縮

まりました。キナさんのお

母様が中国で日本語の教師

として働かれているという

こともあり、日本人の方と会話をしているような感覚でご家族の皆さん

とコミュニケーションを取ることができました。  

 キナさんのお宅は毎日日本のお米を食べていて、調味料から家電製品

までほとんどが日本の商品でした。お家の中も日本のお家とあまり変わ

りはなく、とても安心感がありました。  

 これらを通して、キナさんのご家族からは日本に対する愛が感じら

れ、大変嬉しく思いました。またさらに、中国について知りたい、学び

たいと思える家庭訪問となりました。 

 

 

 

〇渡邉聖羅 

  

 

 私たちの班は陳瀛さんのお宅

にお邪魔させていただきまし

た。陳さんのおじいさんとおば

あさんが私たちを笑顔で迎えて

くださいました。 

  



 

 まず夕食をいただく前に、いったん外に出てマンションの階段の窓か

ら出て上海の夜景を一望しました。陳さん曰く、そこは小さい頃からの

遊び場だったそうです。日本だったら危ないからダメと言われしまいそ

うだなと思いました。はしゃぎすぎて盛大に転び、新しいズボンに泥を

付けてしまいました。少し悲しかったですが今となってはいい思い出で

す。  

 綺麗な景色を見たあとお待ちかねのご飯。美味しそうな色とりどりの

おかずが並び、もちもちのご飯やよくレストランに出てくるようなチキ

ンをいただきました。キュウリの漬物に関しては日本とさほど変わら

ず、中国と日本の家庭の共通点を見つけたような気がして感動してまし

た。陳さんの祖母は笑顔で｢昔オーストラリアの人達に振舞ったら美味

しいと絶賛だったのよ｣と話してくださいました。本当に美味しかった

です。時間がきてしまい、名残惜しいけれどお別れをしました。陳さん

の家族には感謝の気持ちでいっぱいです。  

またお会いする機会があれば今度はゆっくり語り合いたいです 

 

⒍お別れ会 
 

〇佐久間春香 

歌やピアノ、ダンスなどの個人の発

表は一人一人の良さが出ていて、素

晴らしいものでした。 その夜でお

別れのメンバーがほとんどだったの

で、会話をしたり、写真を撮った

り、お土産交換したり、皆思い思い

に楽しんで過ごしました。 最後は

全員で肩を組んで「負けないで」を

歌いました。正直お別れが寂しい気

持ちも大きくありましたが、感動が

たくさんあり、記憶に残る、充実し

た時間でした。 

 

〇森崎陽 

 お別れ会では自分の気持ちを漢字

一文字で書くことになり、私は中国

でできた友達が愛おしいという意味

を込めて「愛」と書きました。みん

なが書いてる漢字は「楽」や「成」

などバラバラで、書いているところ



 

を見ながら「こんな時間が愛おしいな」と思いました。お別れの会が終

わりに近づくにつれて、バディや中国メンバーとの別れを感じて寂しく

なってしまいましたが、終わった、とみんなとの達成感ですっきりした

気持ちでさよならを言えました。 

 

⒍感想 

〇吉村風香 

 5日間という短い期間の中で多く

のことを学び、それと同時に自分自

身の課題も見つかりました。その中

でも特に印象に残っているのはディ

スカッションです。コミュニケーシ

ョンを取ることが苦手な私は案の定

中国側との意見交流も最初は上手く

いきませんでした。しかし、私の意

見に真剣に耳を傾けてくれる親切な

中国の方の優しさに救われ、初日よ

りも 2日目はたくさん交流ができ、

発表が終わった時はとても達成感がありました。  

  これから先意見を述べたりする機会が多くなると思うので、自分の考

えを伝えることを日頃から意識して生活していこうと思いました。  

 

 

〇齊藤未来 

 私は今回があいでみとしての初

めての活動でした。  

渡航前の準備会から「日中の環境

問題」について調べ、それを現地

でお互いの情報を共有しまとめて

発表することで、中国のことだけ

でなく日本のこともより深く知る

ことができました。これまでにも

何度か中国に行ったことがあるの

ですが、また中国に対するギャッ

プや魅力を感じ、益々好きになりま

した。 この経験を自分の将来に繋げていけるよう、これから更に頑張

っていきたいと思います。 

 

 

 



 

 

〇吉川仁菜 

 今回の上海渡航では、私は渡航ま

でのサポートという形で参加させて

いただきました。とはいうもののあ

いでみメンバーをはじめとする周り

の方に助けてもらってばかりでし

た。 

 上海渡航を通して、日本側と中国

側のメンバーがとても仲良くなって

いる様子を見て安心しました。渡航

終了後には私の方にも中国側の高校

生から連絡があり、本当に嬉しかっ

たです。 

 今回は、様々な面で人との繋がりの大切さを実感しました。この経験

は私の宝物です。 

〇長谷川恵海 

 あいでみでは、支えあうことの

大切さを一番強く感じました。自

分が困ったとき、SOS を出す前に

気付いて声を掛けてくれたり、相

談したら必ず返事を返してくれた

りと、メンバーの優しさや思いや

りには何度も救われました。 

 思いやりの心は世界共通だとい

うことも感じました。上海メンバ

ー初めての環境に慣れていない私

たちの先頭に立って道しるべにな

ってくれた部分がたくさんあり、とても助かりました。本当に、彼らに

出会えてよかったです。 

 

〇村岡奈々 

 今回の上海渡航を終えて私はみん

なの成長ぶりに驚いています。昔か

ら知っている訳ではありませんが、

行く前よりも、行ったあとのみんな

の表情が引き締まったように感じま

す。きっと中国での活動は、参加し

たメンバーそれぞれの人生に刻まれ

るような体験だったのだと思いま

す。事前準備の段階から中国に関す

る本を熟読し、そこからテーマを絞



 

ったり、各班ごとに問題を見つけて討論の為の資料作りに奮闘したりな

ど全員が自分の役割を果たすことができたと思います。 

 渡航を振り返ってみて、「もっとこうしておけばよかった！」と思う

ことはたくさんあります。しかし、そんな中でも出来たことや、出来る

ようになったことはたくさんあります。今回学んだことや経験を、今後

の人生で生かしていくことに思考を向けていきたいです！！ 

 

 

 

 

 

〇渡辺瑠奈 

 私はあいでみに参加するまで、

メディアが伝える中国の一面にし

か触れることができておらず、本 

当の中国を知らずに過ごしてきま

した。しかし、あいでみに参加し

て、中国を自分の目で見て体感 

するという経験ができ、中国を知

ることができました。中国を知る

きっかけができたことにより、 

自分の得意分野や好きな分野に中

国を関連付けたい、中国により深

く関わっていきたいと強く思うよ

うになりました。また中国メンバ

ー全員の温かさにも触れることが

でき、充実した渡航になりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

〇椎根小稀 

 上海の地に降り立ったとき、

上手くやれるかどうか不安な気

持ちになったのを覚えていま

す。しかし、5日間を通して本当

にたくさんのものを中国メンバ

ーから貰いました。ディスカッ

ションやフィールドワークで



 

は、中国の現状を自分の目で確かめることで、日本にいるだけではわか

らなかったことをたくさん学びました。何より中国メンバーと仲良くな

れたことが嬉しいです。別れの寂しさからみんなで涙を流したことは決

して忘れません。 

 

〇渡邉聖羅 

 ディスカッションでは水質汚染

についての日中の問題に向き合い

答えがひとつにならない問題に取

り組む姿勢を学びました。観光で

はあいでみメンバーの優しさに触

れ、美味しい食べ物をたくさん食

べてきました。お別れ会では日中

ともに笑い合ったり泣き合ったり

し、心がひとつになれた気がしま

した。この活動に関われたおかげ

でかけがえのない思い出が出来ま

した。  

  

 

 

 

 

 

〇佐久間春香 

 私は、この活動を通して日中関係

は必ず良くなると確信しました。な

ぜなら人と人とが心から打ち解け合

うことができたので、国と国との関

係も改善することができると思った

からです。 今回の活動は私にとっ

て夢への一歩となりました。夢実現

は簡単な事ではないので、最大限の

努力をしなければならないと感じて

います。また、もう一度会うことを

約束したメンバーもいるので、その時までに中国語をマスターしようと

強く思いました。 支えてくださった皆様のおかげで充実した 5日間を

過ごすことができました。 

 

 

 

 



 

〇遠藤葵 

 初めて参加したあいでみの活動

は、日本のこと、中国のこと、自

分のことを見直す 5日間になりま

した。  

 「日中関係の改善」という大き

な目標を持った活動ですが、中国

への悪いイメージや偏見もなくな

り、政治や社会問題が解決してい

なくて、高校生同士が仲良くなる

だけでも日中関係の改善に役立てることはできると思いました。  

 今回学んだことを自分だけの思い出にせず、たくさんの人に向けて発

信し、あいでみの活動を広めたいです。  

 

 

〇青柳正明 

  

今回私は自分から積極的に話をするこ

とを意識しながら活動に取り組みまし

た。学校生活や日常生活、今後の進

路、上海や福島についてなど、色々な

ことについてバディをはじめとした中

国メンバーと話し合い、それらの点に

おいて日中間の違いを再認識すること

ができました。そして相手も積極的で

優しかったのが本当に嬉しかったで

す。この貴重な経験を大切にしていき

たいと思います。 

 

 

 

 

〇千葉香織 

 

私はこの活動を終えて、言葉では表

せないほど多くの思いでいっぱいに

なりました。とにかく中国の人達が

優しく、嬉しさを感じました。しか

しその優しさを受けるたび日本側の

中国へのイメージが｢優しい国｣より

｢パクリの国｣の方が強い事に申し訳

なさを感じました。 学校のみならず



 

行った場所全てで優しさを感じました。それにテレビに映るものとは違

う黄砂で汚れていない青い空がありました。 日本はなぜ中国の本当の

姿を見ずにメディアの情報だけで、ただ pm2.5やパクリ、不衛生のイメ

ージだけを持っていたんだろうと悔しくなりました。 日本のここが好

き！と言ってくれる中国側に負けないくらい中国のここが好き！と周り

に言ってもらえるように、中国=優しい、親日家が多いというイメージ

を持ってもらえるように、今後も活動していきたいです。 

 

〇大内咲耶 

 私が心に今でもなお強く残って

いるのは、中国の方の笑顔と優し

さです。それは例えば空港での大

勢の方の歓迎など（家族のお迎え

だと思います）、行動のひとつひ

とつからにじみ出ていて、日本以

上であったとも思います。今回、

私が交流出来た方なんて、中国の

方の本当に一部で、見て来ること

が出来たのだって本当に一部分

で、はっきり中国良かった、とは言えません。でも私は今回、中国って

素敵な国だと思いました。これに変わりはありません！ 

 

 

〇八巻杏奈 

 

あいでみの夏交流と冬交流を踏ま

えて私は多くの上海の高校生と Y-

PLANやディスカッションを通して

友達になることができました。ま

た現地へ自分の足で行き自分の目

で中国の本当の姿を見ることがで

きました。将来へ繋がるような学

びができてよかったです。 

 

 

〇宗方美優 

 私のあいでみの活動は今年冬交流が

初めてとなりました。学校の紹介であ

いでみを知り、最初は海外に行くこと

に不安を感じていました。しかし、実

際に上海に行ってみると上海の方はと

ても優しく、不安が一気に和らぎまし



 

た。5日間という短い間で中国の今を知ることができ、お互いの環境問

題について学び、大きく自分を成長させることが出来たと思います。  

 初海外で上海に行ったことは私にとってかけがえのないものとなりま

した。あいでみで学んだことをこれから多くの方に話をしたり、ＳＮＳ

などで共有していきたいと思いました。  

 

 

〇渡邉ももか 

 私があいでみに参加しようと思

った理由は、中国に行ってみたい

からという安直なものでした。し

かし、中国と日本のことについて

色々調べているうちに、両国の違

いだけでなく、共通点を自分自身

の目で見てみたいという思いに変

わりました。実際に上海に行って

みて、日本との文化の違いや、習

慣の違いなどにふれることができ

たのですが、家に靴を脱いであが

ることなど、日本と共通しているところも多かったように感じました。

この交流を通して、中国に対する偏見や、マイナスな考え方をしている

ことが多かったことに気づきました。あいでみで学んだことを自分自身

の言葉で SNS や身近な人に話していきたいと思います。 

 

 

〇大山善彦 

 今回のあいでみでの経験は、私

の未来にとって非常に意味のある

ものになったと思います。ごくご

く短い期間だったので、中国のご

くごく小さな一面しか見ることが

出来なかったと思います。です

が、私は中国の現状を知ったこと

で、私の夢、考え方、物の捉え方

が一気に変わりました。準備が大

変だった分、とても大きな収穫を

得られたと思います。 

 

 

 

 

 



 

〇横山竜巳 

 私はこの五日間を通してたくさん

のことを学びました。最初のアイス

ブレイクではフルーツバスケットや

自己紹介などをして中国メンバーと

の距離が縮まった気がしました。デ

ィスカッションでは実際に PM2.5を

計測しに行ったり、みんなとたくさ

ん意見を出しあったりして最終的に

は英語の発表まで繋げることがで

き、とても達成感を味わうことがで

きました。上海市内観光では、水族

館に行きクラゲとワニがみれてよか

ったです。家庭訪問でも美味しい料

理を頂いて本当に充実した五日間に

なりました！この交流で何事にもチ

ャレンジする積極性を学び、メンバ

ーと協力し一つの目標を成し遂げる素晴らしさを体験することができま

した。 

 

 

〇森崎陽 

 活動中にどうすればいいか分からな

くなり、自分の非力さを悔やんだとき

もありました。でもそこから「とりあ

えず人のために動こう」と、英語が出

てこなくても伝えようと努力したり、

楽しませようとしたり、周りのことを

見ながら動くよう頑張りました。お別

れ会のとき寂しくなったのは、自分た

ちが頑張った裏でできたことの表れな

のだと思いました。今回の交流を通じ

て自分が成長できてよかったです！ 

  



 

6．終わりに 
 
今回のあいでみ 6期目の活動も、ご協力いただいた多くの

方々のおかげで無事に終えることが出来ました。本当に感謝

の気持ちでいっぱいです。 

 今期のあいでみは新規のメンバーが多かったため、苦労も多

くありました。前年度のメンバーに頼ることが出来ないこと

を負担に感じたことも多かったと思います。しかし、新しい

メンバーが多かったからこそ「新しいあいでみ」にチャレン

ジする良い機会となりました。 

 夏交流では「Y-PLAN」という今までのあいでみにはなかっ

た要素を取り入れて交流をしました。 

冬交流では、これまで使っていたクラウドファンディングサ

イトではなく、新しく「High School Pitch」のサイトを使用

しました。今回のように、次年度以降のあいでみでも、もっ

と新しい試みをし、成長していければと思います。 

 また、交流の回を重ねるごとに、日中の高校生の間の繋がり

が太くなっていることを感じます。6年という長い歴史の中

で、たくさんの日中の高校生が交流を重ねてきました。あい

でみを卒業してもなお、お互いの国のメンバーと交流を続け

たり、あいでみの活動を手伝ってくださる先輩方がたくさん

います。さらにあいでみの歴史を重ねることで、あいでみが

もっと大きな日中の架け橋となることを祈っています。 

 これからもあいでみの活動を見守ってくだされば幸いです。 

 
 

吉川仁菜 

  



 

 


